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家
に
い
る
二
人
の
子
供
の
こ
と
が
心
配
で
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
折
り
、
次
男
が
非

行
に
等
し
い
行
動
に
走
っ
て
い
る
と
聞
か
さ

れ
、
素
直
な
あ
の
子
が
｜
｜
と
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
原
凶
が
、
私
が
入
院
で

家
を
留
守
に
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
ら
し
く
、

早
目
に
退
院
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

退
院
し
て
か
ら
は
、
先
生
に
も
相
談
し
な

が
ら
、
チ
供
と
い

ろ
い
ろ
話
し
合
う
よ
う
努

め
ま
し
た
。
今
で
は
、
自
分
か
ら
進
ん
で
机

に
も
向
う
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
、
ほ
っ
と
し

て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
去
年
高

校
を
退
学
し
た
長
男
は
、
今
年
は
本
人
の
希

望
し
た
高
校
に
入
り
、
大
学
入
学
を
目
さ
し

て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
結
果
は
ど
う
な
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
学
へ
入
学
で
き
た

ら
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ

う
か
、
次
男
は
米
年
高
校
進
学
で
す
。
で
き

る
こ
と
な
ら
、
お
金
を
借
り
て
も
子
供
の
希

望
を
か
な
え
て
や
り
た
い
気
持
ち
で

一
ぱ
い

で
す
。

リ
出
噌
』
＋
」
炉
、

ー
ー
ー

の
：
：
・
。

海
難
事
故
の
絶
滅
を
願
っ
て

よだ
A
Q
一品英( 1 ) 

そ
う
し
て
い
る
う
ち
、
悪
い
こ
と
は
重
な

る
も
の
で
、
昨
年
私
が
交
通
事
故
に
会
い
七

十
三
日
間
も
病
院
生
活
で
す
。
幸
い
不
具
者

に
な
ら
ず
退
院
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、

H

私
は
父
に

一
目
セ
ー
ラ
ー
服
姿
を
見
せ

た
か
っ
た
H

ー
門
川
千
賀
子

（中
二

・
宮
崎

県
大
堂
津
）

1

残
さ
れ
た
遺
児
の
切
な
る
声
を
聞
く
に
つ

け、

二
度
と
海
難
事
故
を
起
し
て
は
な
ら
な

い
、
と
関
係
者
は
思
う
。
し
か
し
、
本
県
だ

け
で
昨
年
一
年
間
の
漁
船
事
故
は

一
四
七
件

（
う
ち
全
損
一
己
、
人
身
事
故
（
災
害
負
傷
）

六
七
名
と
、
一
昨
年
に
く
ら
べ
相
当
減
少
し

た
と
は
い
え
、
依
然
あ
と
を
絶
た
な
い
。

H

海
難
遺
児
に
愛
の
手
を
。
現
在
全
国
の

各
地
で
第
二
期
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
が
、
本
県
で
も
「
遺
児
を
励
ま
す
協
議
会
」

が
中
心
と
な
っ
て
、
相
互
扶
助
精
神
の
も
と
、

協
同
運
動
の
一
環
と
し
て
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。

本
県
の
募
金
運
動
は
三
つ
か
ら
な
っ
て
い

る
。
①
全
国
運
動
に
呼
応
し
た
特
別
募
金

②
婦
人
部
お
返
し
募
金
③
各
種
大
会
で
の

会
場
募
金
で
あ
る
。
①
は
年
間
運
動
と
せ

ず
、
盛
漁
期
に
合
わ
せ
集
め
よ
い
時
期
に
月

間
集
中
運
動
と
し
て
い
る
。
募
金
方
法
は
各

漁
協
毎
に
割
当
を
行
い
、
貯
蓄
運
動
と
併
行

し
て
、
役
職
員
、
婦
人
部
の
戸
別
訪
問
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
が
、
関
係
者
の
理
解
は
深

く
、
過
去
毎
年
目
標
額
は
完
全
達
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
と
し
も

一
O
月
の
貯
蓄
運
動
と
併

せ
計
画
し
て
い
る
。
②
の
お
返
し
募
金
は
、

婦
人
部
が
す
す
め
る
お
返
し
廃
止
運
動
に
参

加
し
て
、
お
礼
カ

l
ド
を
利
用
し
お
礼
に
替

え
て
遺
児
協
へ
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
カ
ー
ド
は
九
州
山
口
地
区
婦
人
部
共
同
作

成
）
こ
の
募
金
も
昭
和
四
八
年
に
開
始
以
来
、

今
や
完
全
に
定
着
し
た
が
、
実
績
も

一
六

一

件
二
、

一一

四
千
円
の
多
額
に
の
ぼ
っ
て
い

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
は
、
る
。
ま
た
、
お
返
し
の
内
容
も
、
結
婚
、
出

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
、
御
協
力
産
、
香
典
、
節
句
、
新
築
、
進
水
、
退
院
と

を

お

願

い

し

て

お

り

ま

す

。

各

行

事

に

わ

た

っ

て

い

る

。

③

の

会

場

募

金

（系
統
募
金
の
送
金
は
、
直
接
、
農
林
中
も
今
や
恒
例
と
な
っ
た
。
貯
蓄
推
進
大
会
、

央
金
庫
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
口
座
番
号
八
婦
人
部
大
会
、
水
産
振
興
祭
等
各
種
大
会
の

九

一
O
へ
お
願
い
し
ま
す
。）

会
場
に
は
必
ず
募
金
箱
が
顔
を
み
せ
る
。

イ
供
だ
け
が
生
き
甲
斐
で
す
も

自
分
の
過
去
を
ふ
り
返
っ
て
見
る
と
、
小

さ
い
時
に
両
親
を
亡
く
し
、
ま
た
、
病
弱
の

苦
し
み
と
闘
い
、
や

っ
と
幸
せ
を
つ
か
ん
で

足
か
け
八
年
、
そ
れ
も
つ
か

の
間
、
そ
の
主

人
を
海
で
失
い
ま
し
た
。
で
も
今
は
、
主
人

の
供
養
に
つ
と
め
、
神
仏
に
加
設
を
祈
り
、

子
供
の
成
長
を
支
、
え
と
し
て
、
強
く
生
き
て

お
り
ま
す
。
（三
重
県
度
合
郡
南
勢
町
切
原
）

第
二
期
漁
船
海
難
遺
児
育
英

資
金
募
金

企
最
終
年
度
V

こ
の
よ
う
に
、
本
県
の
募
金
運
動
は
漁
協

関
係
者
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
成
果
を
上
げ

て
い
る
が
、
遺
児
の
願
い
は
、

二
度
と
自
分

と
同
じ
境
遇
は
く
り
返
し
て
ほ
し
く
な
い
、

で
あ
ろ
う
。

こ
の
た
め
、
本
県
漁
協
婦
人
部
で
は
、
海

の
安
全
を
願
っ
て
、
「
漁
村
の
く
ら
し
を
守

る
安
全
運
動
」
に
取
組
み
、
こ
と
し
は
「
安

全
宣
言」

を
行

っ
て
い
る
。

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
宮
崎
県
協
議
会

（事
務
局
信
漁
連
中
間
）

姫
海
洋
少
年
団
は
、
「
漁
船
海
難
遺
児
を

励
ま
す
運
動
」
を
始
め
て
七
年
目
。
今
年
も

九
月
十
五
日
に
六

一
人
の
団
員
が
、
大
き
な

看
板
、
青
い
羽
根
、
シ
ー
ル
を
持
っ
て
、
能

都
町
の
中
心
地

「
お
斉
市
」
で
に
ぎ
わ
う
字

出
津
町
通
り
六
ヵ

所
で
、
募
金
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
今
後
も
続
け
ら
れ
ま

す
。

（

姫
海
洋
少
年
団
事
務
局
）

「募
金
・
寄
附
金
』
お
礼

第
二
期
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金
募
金
及

び
寄
附
金
と
し
て
、
次
の
と
お
り
漁
協
系
統

並
び
に

一
般
個
人
の
皆
様
か
ら
、
多
額
の
御

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
御
芳
名

を
掲
げ
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※

実
績

（四
月
1
八
月
）

一
、
漁
協
系
統
募
金
一

一
、
六

O
五
千
円

一一
、

一
般

寄

附

金

七

、

O
五
五
千
円

合
計

一
八
、
六
六

O
千
円

※

御
芳
名

（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
系
統
扱
い
寄
附
金

含
む
）

〔
四
月
〕
マ
千
葉
県
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま

す
協
議
会
（吉
田
甚
兵
衛

・
太
東
漁
協
長
）

（以
下
協
議
会
略
）

マ

〔
五
月
〕
マ
新
潟
県

〔
六
月
〕
マ
富
山
県

（中
島
長
治
・
富
山
県

鮭
鱒
漁
協
理
事
叙
勲
祝
金
）
マ
静
岡
県

〔
七
月
〕
マ
静
岡
県
マ
香
川
県

（野
崎
茂

母
堂
香
典
返
し
）
マ
鹿
児
島
県
マ
愛

媛

県

マ

静

岡

県

マ

熊

本

県

〔
八
月
〕
マ
宮
城
県
（
気
仙
沼
漁
協
経
由

・

小
野
寺
良
行

・
東
日
本
化
工
K
K
）

和
歌
山
県
マ
鹿
児
島
県

石川県姫海洋少年団街頭募金

二
、
一
般
寄
附
者

〔
四
月
〕
マ
東
京
シ
ネ

・
ビ
デ
オ

K
K

マ

全
日
海
苫
小
牧
支
部
マ

三
崎
船
員
組
合

マ
千
葉
海
員
会
館
マ
千
葉
港
船
員
サ
ー

ビ
ス

K
K

マ
K
K
水
産
通
信
社

〔
五
月
〕
マ
石
黒
正
士
口
（
東
京
・大
為
商
店
）

マ
フ
ジ
タ
ス
ミ
オ
（
愛
媛
県

・
全
日
海
）

マ
タ
ナ
カ
ヨ
シ
カ
ズ
（
愛
媛
県

・
全
日
海
）

マ
磯
辺
克
征
（
厳
父
香
典
返
し
）

マ

横

浜
乾
海
苔
問
屋
協
同
組
合
連
合
会
マ
鈴

木
武
志
（
全
日
海
本
部
）
マ
宮
城
県
漁

業
従
業
員
組
合
マ
全
日
海
西
伊
豆
支
部

（第
八
進
徳
丸
・伸
栄
丸
・二
五
伸
光
丸・
二

六
伸
光

・
二

豊

光
丸
・

一
一
豊
徳
丸
・

明
神
丸
・
八
千
代
丸
・

三
福
丸

・
輿
成
丸

妙
徳
丸

・
大
屋
弁
天
丸
・
五
日
之
出
丸
・

快
漁
丸

・
一
二
真
豊
丸

・
太
平
丸
・

一
八

栄
光
丸

・
日
昇
丸

・
恵
比
須
丸
・
六
因
子

島
丸

・
芳
福
丸
・富
造
弁
天
丸
各
乗
組
員
）

〔
六
月
〕
マ
畠
中
信
夫
（
北
海
道
労
働
基
準

局
）
マ
東
商
慈
恵
会
伊
東
正
義

・
全
漁

婦
連
芳
賀
得
代
マ
静
岡
県
焼
津
一
女
姓

（
初
め
て
の
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
）

マ

海

技

大
学
校
学
生
自
治
会

〔
七
月
〕
マ
油
井
博
人
（
東
京

・
厳
父
香
典

返
し
）
マ
永
沼
幾
（
東
京

・
料
亭
幾
松
）

マ
全
漁
連
塩
釜
冷
凍
工
場
職
員
）
マ
仁

藤
泰
子
（
東
京

・
共
同
通
信
社
）
マ
井

上
英
昌
（
全
漁
連
常
務

・
母
堂
香
典
返
し

マ
気
仙
沼
船
員
組
合
マ
山
本
繁
（
千
葉

県

・
ぎ
ん
ざ
ジ
ョ
ジ
ヨ
）
マ
大
阪
市
水

産
物
却
協
同
組
合

〔
八
月
〕
マ
東
京
練
馬
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
と

く
名
希
望
）
マ
北
村
宮
蔵
（
東
京
築
地

中
央
市
場
福
祉
報
徳
会
々
長
）
マ
大
島

み
ぎ
わ
（
東
京
・
中
野
）
マ
全
漁
連
「
宮

脇
朝
男
」
本
販
売
差
益
金
マ
宝
洋
海
運

産
業
K
K
タ
グ
ボ
ー
ト
乗
組
員
（
横
浜
）

以

上



＇／：資給与奨’｝：生 奨学金貸 51年度新規採用者
U,¥ ?', イ十 ,U-

高（貸校与生） ィ、Eι’主 ,i，’字・’t 両校生 与奨学生 小学生 中学生 合計

北海道 193 216 11 420 52 472 6 6 13 

fr ~、 115 107 1 223 39 262 10 3 13 

イ‘＇（ T・ 89 99 1 189 38 227 9 2 11 

~; J.hx 70 80 150 22 172 5 3 9 

秋 Ill 4 9 13 3 16 

山 If~ 32 28 60 22 82 

千日 i::; 34 39 73 11 84 

茨 t成 13 23 2 38 7 45 

千 五ミ 34 15 1 50 8 58 

栃 木

東 庁、 4 5 9 9 

神奈川 5 12 18 7 25 

制「 品j 30 27 1 58 8 66 

,/, ill 15 12 27 13 40 2 

11 ）｜｜ 18 25 1 44 8 52 

悩 JI"- 4 5 9 3 12 

古j't ｜吋 23 33 1 57 19 76 
J揖~： 気l 12 13 25 4 29 2 1 3 

ii); 14 23 37 10 47 1 1 

iff Jよ，孔" 

t 一』』、 何日 1 2 2 4 

大 阪 4 2 6 6 

J打、- l!i, 19 22 41 17 58 

干日 r,fk iJJ 7 9 16 6 22 

.c~ 耳z 21 15 36 6 42 1 

h良 21 21 42 12 54 

l刊 山 5 6 3 9 

広 1¥ 3 5 8 2 10 

Lli u 46 47 93 20 113 1 

香 Ill 10 9 19 14 33 1 

i恋 13 21 34 11 45 1 

愛 &'§. 22 24 4 50 13 63 2 2 

[o,J ),n 38 32 70 13 83 

もらi ｜尚 22 26 48 5 53 

福岡県有明海

佐賀県玄海 10 6 16 16 

佐賀県有明海

長 山，＇.f 113 109 2 224 33 257 4 2 7 

大 分 12 13 25 1 26 

熊 本 10 6 16 3 19 2 2 
「白 山な 16 20 36 3 39 

鹿児烏 28 31 59 12 71 

；中 i縄 2 2 2 

ノu益、 1,132 1 191 26 2,349 451 2,800 40 14 14 68 

( 2 ) 

i-1上
昇

,r 
i
学
校
給
食
費

ー
小
学
校
で

二
%
上
昇
｜

よ

こ
の
ほ
ど
、
文
部
省
は
昭
和
五
十

一
年
五

月
現
在
の
学
校
給
食
費
調
食
を
ま
と
め
ま
し

た
。
こ
れ
を
見
ま
す
と
、
保
護
者
が
負
刊
し

た
児
童

一
人
当
た
り
月
額
の
平
均
は
、
小
学

校
低
学
年
で
二
、，
二一

O
円
、
高
学
年
二
、

三
：一

O
円
、
中
学
校
で
は
二
、
六
九

一
円
と

な
り
、
前
年
同
期
に
比
べ
、
小
学
校
低
学
年

・
高
学
年
と
も

一
二
%
、
中
学
校
で
一

一

－
一%
と
そ
れ
ぞ
れ
哨
加
し
て
お
り
ま
す
Q

一
年
間
に
給
食
さ
れ
る
月
数
は
、
平
均

一

一
ヵ
月
で
す
か
ら
、
保
護
者
が
年
間
負
但
す

声
る
総
額
は
、
小
学
校
低
学
年
で
二
万
五
、
四

一
O
円
、
高
学
年
で
二
万
五
、
六
三

O
円
と

な
り
、
中
学
校
で
は
－
A

万
六
、

O
一
O
円
と

な
り
ま
す
。

T三A
S
A
 

(11／｛利51年 9月,k現住）

英育昭和51年11月1日

三 都道府県別薬学生数 三

号2 第

円f
校
教
育
に
必
要
な
経
貨
の
中
に
、
学
校

給
食
費
の
占
め
る
割
合
は
、
昭
和
四
十
九
年

で
み
ま
す
と
、
小
学
校
で
約
四
一
%
、
中
学

校
で
は
約
－

一i
%
と
大
き
な
比
率
を
占
め
る

経
費
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
パ
ン
ま
た
は
米
飯
、
ミ
ル

ク
、
副
食
等
完
全
給
食
を
実
施
し
て
い
る
学

校
の
保
護
者
負
相
一
を
調
食
し
た
も
の
で
す
。

本
年
は
、
米
、
麦
、
午
礼
等
の
航
上
が
り
が

あ
っ
た
の
で
さ
ら
に
負
担
が
重
く
な
っ
て
い

ま
す
。〈

学
校
給
食
費
に
関
す
る
援
助
措
置
〉

O

生
活
保
護
法
の
安
保
議
者
は
、
教
育
扶
助

で
、
学
校
給
食
費
の
扶
助
が
得
ら
れ
る
。

O
生
活
保
護
法
で
前
記
の
援
助
を
得
て
い
な

い
者
及
び
同
法
で
定
め
る
要
保
護
有
に
単
ず

る
程
度
に
同
窮
し
て
い
る
者
に
は
、
学
校
給

食
法
に
基
づ
く
「
要
保
護
お
よ
び
準
要
保
謎

児
童
生
徒
に
付
す
る
按
助
費
」
の
中
で
、
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
捷
助

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
介
は
、
円
f
校
、
ま
た

は
民
生
委
員
、
漁
協
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

『
育
英
会
だ
よ
り
』
グ

本
年
八
月
一
日
発
行
の

第

一
号
で
、
愛
称
紙
名
の

応
募
を
お
願
い
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
漁
業
協
同
組
合

関
係
者
も
含
め
、
多
数
の

方
々
か
ら
ア
イ
デ
ア
に
富

ん
だ
紙
名
や
御
意
見
を
い

た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い

土品

l
レ
わ
～
。

こ
れ
を
総
合
し
て
み
ま

す
と
、
仮
り
の
紙
名
で
は

あ
る
が
「
育
英
会
だ
よ
り
」

は
、
素
直
に
、
そ
の
内
容
を
表
わ
し
、
わ
か

り
や
す
い
か
ら
、
こ
れ
で
よ
い
と
い
う
御
意

見
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
「
育
英
会
だ
よ

り
」
と
き
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
願

い
ま
す
。

。
奨
学
金
の
送
金
な
ど
に
つ
い

て

本
年
度
第
二
回
（
貸
与
金
第
三
回
）
の
奨

学
金
は
、
九
月
九
日
に
送
金
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
継
続
奨
学
生
に
は
三
ヵ
月
分
（
一

O
月
1
一－一
月
）
、
七
月

一
日
の
新
規
採
用

者
に
は
六
ヵ
月
分
（
七
月
1
一一

一月
）
、
ま

た
、
貸
与
奨
学
生
で
七
月

I
l
l
l
j

一
日
に
採
用
に
な
っ
た
者

一

に
は
、
御
希
望
ど
お
り
四

〆
〉
＼
功
一
月
に
さ
か
の
ぼ
り
、
九
カ

／

、

－
／
＼
Q

－

／
広
＼
一
月
分
を
送
金
し
ま
し
た
。

～

ず
れ

一

次
回
の
送
金
（
五
十
二

f

J

7

ポ

$

一

年

一
月
1
三
月
分
）
は
、

重

守

一

十
二
月
の
予
定
で
準
備
を

一

建

一

進

め

て

お

り

ま

す

。

I
l－－

i
」

郵

便

局

ま

た

は

銀

行

扱

い
の
奨
学
生
は
、
送
金
通

知
の
往
復
ハ
ガ
キ
の
領
収

書
を
必
ず
送
っ
て
下
さ
い
。
奨
学
金
の
送
金

上
最
も
大
切
な
住
所
、
銀
行
口
座
等
を
変
更

し
た
場
合
は
、
な
る
べ
く
早
く
、
正
確
に
、

本
会
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
お
知
ら
せ
が
な

い
と
奨
学
金
が
届
か
な
い
場
合
も
生
じ
ま
す
。

昭
和
五
十

一
年
九
月
末
の
本
会
奨
学
生
現

在
数
は
、

一
－
、
八

O
O人
で
す
。

こ
の
境
在
数
に
は
、
上
欄
表
の
右
側
の
各

道
県
か
ら
新
た
に
出
願
の
あ
っ
た
六
八
人
の

＊
4
f
待
券
＊
新
規
採
用
者
を
含
ん
で
お

＊

＊

）

t
「

＊

＊

i
1
4

ヨオ

問

ち

六
八
人
の
奨
学
生
は
、

制

圃国

本
年
五
月
一
主
日
以
降
七

輪

＃
’
ハ

月
末
日
ま
で
に
願
書
を
提

材

調
聞

出
し
た
第
二
回
採
用
者
で

九

げ

て

こ

の

奨

学

生

の

中

に

U
L
V
は
、
お
父
さ
ん
の
事
故
発

州

生

年

次

が

か
な
り
古
い
人

L
ぽ

司

J

わ

が

お

ら

れ

ま
す
。
こ
れ
ま

．，ι
F
t

・－
h
ぽ

戸
t
F

和

で

本

会

が

あ

る

こ

と

を

献

し

ら

な

か

っ

た
り
、

手
続

h

デ圃

制
き
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
人

d
J

献
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
お
互

い

向

付

い

励

げ

ま

し

合

っ

て

行

く

＊
来
者
者
＊

た
め
に
あ
る
本
会
で
す
。

も
し
お
知
り
合
い
で
、
ま
だ
、
奨
学
生
に
な

っ
て
お
ら
れ
な
い
人
が
あ
リ
ま
し
た
ら
第
三

凶
の
願
書
〆
切
り
は
一
月
末
で
す
か
ら
、
漁

協
ま
た
は
本
会
に
連
絡
す
る
よ
う
お
話
し
下

犬、ぃ
。

；漁；
j協；
（通：
11・言；

全
国
漁
船
海
難
遺
児
育
英
事
業

事
務
担
当
者
会
議
の
あ
ら
ま
し

き
る
八
月
丘
目
、
鎌
倉
河
岸
ビ
ル
の
全
漁

連
会
議
室
に
お
い
て
、
県
漁
連
・
信
漁
連
の

担
当
者
多
数
の
参
集
を
い
た
だ
き
、
開
催
し

ま
し
た
。

（
事
務
局
報
比
門
事
項
）

漁
船
海
難
遺
児
育
英
卒
業
の
経
過
と
現
況

に
つ
い
て

（
協
議
事
項
）

ア
、
奨
学
生
出
願
、
採
用
、
送
金
等
の
事

務
手
続
き
等
の
指
導
に
つ
い
て

ィ
、
貸
与
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

ゥ
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
事
業
推
進
上

の
方
策
に
つ
い
て

エ
、
遺
児
家
庭
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て

オ
、
育
英
事
業
の
広
報
活
動
に
つ
い
て

（
意
見
ま
た
は
要
望
事
項
）

以
上
の
議
事
事
項
が
熱
心
に
討
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
特
に
直
接
遺
児
の
指
導

に
関
す
る
事
項
及
び
系
統
募
金
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

R
B
指
導
事
項
に
つ
い
て

O
願
書
、
附
属
書
類
等
の
簡
素
化
を
図
る
。

O
古
い
事
故
の
提
出
が
、
毎
年
多
数
出
て
く

る
。
こ
う
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
遺
児
の

発
堀
に
努
る
。

O
願
書
〆
切
ま
ぎ
わ
の
出
願
者
で
、
添
付
書

類
の
一
部
が
笠
わ
な
い
た
め
提
出
で
き
な

い
よ
う
な
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
等

で
出
願
者
の
氏
名

・
送
金
先
等
を
連
絡
す

る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
採
用
に
努
め
る
。

O
病
気
死
亡
の
う
ち
、
入
院
し
て
か
ら
死
亡

し
た
場
合
、
下
船
後
い
つ
ま
で
を
認
め
る

か
問
題
と
な
る
が
、
漁
業
従
事
中
の
発
病

で
あ
り
、
医
師
が
漁
業
従
事
と
の
因
果
関

係
が
相
当
あ
る
と
診
断
す
れ
ば
、
発
病
後

一
ヵ
年
以
内
の
場
合
は
採
用
す
る
。

O
母
親
が
再
婚
し
た
場
合
の
取
扱
い
は
、
子

の
入
籍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
同
居
し
て

お
れ
ば
採
用
し
な
い
。
す
で
に
奨
学
生
と

な
っ
て
い
る
者
は
辞
退
し
て
も
ら
う
。
こ

れ
は
再
婚
に
よ
り
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
こ
め
て
い
る
。

O
漁
期
外
に
行
う
遊
船
、
磯
渡
し
の
際
に
発

生
し
た
事
故
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
漁

業
外
の
業
務
で
あ
る
か
ら
、
採
用
は
む
ず

か
し
い
。

O
洋
上
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
事
故
の
場
合
、
そ

の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
事
故
証
明
に
よ

り
出
願
さ
れ
た
い
。

O
貸
与
奨
学
生
希
望
者
が
、
毎
年
下
回
っ
て

い
る
。
こ
の
事
業
の
広
報

・
指
導
を
図
る
。

O
貸
与
金
の
返
還
免
除
枠
を
、
で
き
る
だ
け

広
げ
る
方
向
で
検
討
す
る
。

O
短
大

・
大
学
ま
で
対
象
枠
を
広
げ
る
こ
と

は
、
資
金
上
今
直
ち
に
は
困
難
で
あ
る
。

O
貸
与
事
業
に
お
け
る
漁
協
の
責
任
の
限
度

は
、
あ
く
ま
で
指
導
上
の
立
場
で
協
力
願

い
、
代
位
弁
済
ま
で
お
願
い
す
る
考
え
は

な
し
nbo
漁
協
系
統
募
金
に
つ
い
て

O
第
一

期
募
金
の
積
み
残
し
の
処
理

O
第
二
期
募
金
が
完
遂
で
き
な
か
っ
た
分
の

処
理

O
第
三
期
募
金
の
有
無
及
び
そ
の
考
え
方

等
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。
併
せ
て
、

第

二
期
募
金
完
遂
の
た
め
、
全
国
一
律
の
日

を
き
め
て
、

一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
べ
き
で
あ
る
等
の
力
強
い
意
見
が
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

全
国
協
議
会
事
務
局
（
全
漁
連
漁
政
部
）

は
、
本
年
度
の
予
定
と
し
て
は
、
第
二
期

募
金
の
最
終
年
度
で
あ
る
か
ら
、
秋
に
は

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
聞
き
さ
ら
に
相
談
す
る

か
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
九

月
末
に
は
、
で
き
上
が
る
よ
う
準
備
し
て

い
る
と
説
明
し
た
。

1
1
1
1
1
1i
Z＋〈
V
1
fi
l
l－－

・
投
稿
の
お
願
い

紙
名
も
「
育
英
会
だ
よ
り
」
に
き
ま
り
、

こ
こ
に
第
二
号
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。

貴
重
な
投
稿
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

か
げ
様
で
、
紙
面
が
軌
道
に
の
っ
て
き
ま
し

た
。
原
稿
は
、
い
つ
で
も
受
付
け
て
お
り
ま

す
。
松
風
ひ
と
み
さ
ん
が
言
っ
て
お
ら
れ
る

「
ポ
ッ
カ
リ
あ
い
た
穴
が
ふ
さ
が
る
」

ょ
う
、

本
紙
が
お
互
い
を
励
ま
し
合
っ
て
行
け
る
も

の
に
そ
だ
て
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
漁
協

・

関
係
者
の
皆
さ
ん
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
第
三
号
は
新
年
号
に
な
り
ま
す
。

（

K
・
T
）




